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内 容



New-Smartプロジェクト

MDMS：Meter Data Management System
（メーターデータ管理システム）



✓データ連携の課題

✓ MDMSから出力される推奨フォーマットの流れ

・MDMSから出力されるデータフォーマットが
統一的でない
・MDMSから出力後にデータ変換が必要な場
合あり
・セキュリティ上、料金調定システムは、 外部シ
ステムと接続できない

主な課題

・推奨フォーマットA、B、Cを作成
・水道情報活用システムとの連携

主な成果

データの推奨フォーマットの作成 1
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✓推奨フォーマットA、B

推奨フォーマットA 、B

備考データ例文字数項 目No.

A
B

最大文字数20とする*********123-45678-920お客様番号1

14桁（11桁＋3桁）0.*********+ex14検針値2

日付の区切りには/と-がある
が/を推奨

2024/09/30hh：ｍｍ15検針日時3

✓推奨フォーマットC（詳細は割愛）

水道メーター及び通信端末からのアラーム情報に関して、用語の定義、用途等を整理

成果の内容

✓推奨フォーマットの活用

・ ：MDMSの発注仕様書で出力データフォーマット（推奨フォーマット）を指定

・ ：料金調定システムに推奨フォーマットを取り込めるよう改修

・ ：職員PCへメール送付を希望する項目を選定し、MDMSの発注仕様書で指定

A B

C

A B

成果の活用

データの推奨フォーマットの作成 2



システム区分

• 公営企業会計システム

• 水道施設台帳システム

• 料金システム

水道情報活用システム基本仕様書の改定

料金システム

• 追加：
スマートメーター検針結果

New-Smart の
推奨フォーマットを基に作成

令和 7 年 12 月 15 日
水道情報活用システム標準仕様審査委員会にて承認



水道情報活用システム標準仕様書における料金システムのデータ（抜粋）
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✓仕様書（案）の作成

さらなる普及促進を図るため①物品購入について、分離型スマート水道メーターの仕様書（案）を作成

✓仕様書（案）の分類

分離・分割契約を想定し、以下の4種を作成

概要仕様書（案）

すべての契約に共通する基本仕様書で、契約や検査、納入に関する一般事項が記載されている。
物品購入仕様書

（スマート水道メーター用）
水道メーターの個別的な仕様を記載した仕様書で、水道メーターに係る性能、能力、機能、形状
等の技術的な内容が記載されている。

水道メーター個別仕様書

水道メーター用通信端末の個別的な仕様を記載した仕様書で、通信端末に係る性能、能力、機
能、形状等の技術的な内容が記載されている。

水道メーター用通信端末
個別仕様書

購入個数や納期等、契約ごとに変更する余地のある内容が記載されている。特記仕様書

自動検針に係る標準的な仕様の整理 1
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✓仕様書（案）の使用方法

✓仕様書（案）の前提条件

前提条件項目

分離型スマート水道メータースマート水道メーターの型式⑴

物品購入・一般競争入札（水道メーターと通信端末の結線作業を含む、現地への設置を含まな
い）

発注方式・入札方式⑵

LPWA通信（セルラー系、Wi-SUNなどを問わない）無線通信方式⑶

水道メーターと通信端末は結線した状態で納入する物品の納入⑷

水道メーターボックス内通信端末の設置位置⑸

「東京都水道局自動検針水道メーター通信機能仕様書Ver2.6A」に準拠
電文仕様を含む通信仕様
（水道メーターと通信端末間）

⑹

発注C発注B発注A仕様書（案）

●●●物品購入仕様書1

●－●水道メーター個別仕様書2

●●－
水道メーター用通信端末

個別仕様書
3-1
3-2

●●●特記仕様書4

発注内容に応じて組み合わせを決定してもらう

・発注A ：水道メーターのみ

・発注B ：通信端末のみ

・発注C ：水道メーターと通信端末を併せて発注

※3-1は電気通信事業者を指定しない場合

※3-2は携帯キャリアを指定する場合

自動検針に係る標準的な仕様の整理 2
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New-Smart 成果報告書（案） 目次抜粋

令和8年３月 完成
令和8年４月 一般販売予定


